
 
 

■開催日時：2018 年 7 月 7 日（土）11:00 〜 7 月 8 日（日）16:10 
■会 場 ：中京大学 名古屋キャンパス センタービル 6 階 
         〒466-8666 愛知県名古屋市昭和区八事本町 101-2 

                アクセス：地下鉄鶴舞線 八事駅 下車 5番出口 徒歩 0分         

        （参加者用の駐車場は用意できませんので、公共交通機関等をご利用ください） 

■後 援 ：愛知県教育委員会、名古屋市教育委員会、公益財団法人東海ジェンダー研究所、

公益財団法人笹川スポーツ財団 

■参加費：4,000 円（学生 2,000 円） 
＜情報交換会参加費：4,000 円（学生 2,000 円）＞ 
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大会テーマ「社会的格差とスポーツ」 

 
受付 
開会挨拶 大会実行委員長 來田享子（中京大学） 
 
会員分科会企画① 研究代表者：井谷 惠子 （京都教育大学） 
 「体育カリキュラムのジェンダーポリティクス：周辺化される人々に着目して」 
 
基調講演 
 「ジェンダー・男性学の立場から」（仮） 海妻 径子 （岩手大学） 
 
シンポジウム 
 「社会的格差はスポーツにどのような影響を与えるのか 
            ─東京 2020 大会後の持続可能で包括的社会を考える」 
 
   ・「教育社会学の立場から」（仮）   片岡 栄美 （駒澤大学） 
      ・「スポーツ社会学の立場から」（仮） 工藤 保子 （大東文化大学） 
 
 コメンテーター： 海妻 径子 （岩手大学） 
 コーディネーター：小林 直美 （山形大学） 
総会 
情報交換会 
 
 
一般発表 （発表題数により開始時間が変更になる場合があります） 

 

会員分科会企画② 研究代表者：酒向 治子 （岡山大学大学院教育学研究科） 
 「ジェンダーの視点からみたダンス教育」 
 
会員分科会企画③ 研究代表者：跡見 順子（東京農工大学） 
 「『いのち』を知り生かす身心一体科学をスポーツとジェンダー学の軸にしよう」 

日本スポーツとジェンダー学会 
第 17 回大会 

＜お問合せ先＞ 
 日本スポーツとジェンダー学会 
 第 17回大会実行委員会事務局 
 〒470-0207  

 愛知県みよし市福谷町西ノ洞 21番地 233 東海学園大学     

 木村研究室内 担当：木村華織 Tel 0561-36-9304 

E-mail：congressoffice@jssgs.org 
HP：https://www.jssgs.org/ 


